








































































































































































































































































































































































































































































































????? ? ー?? ??? ?????????????? ????
　　（10）y6d　　「手」一（ll）kaph　　「曲げた手」
　　㈱mem　r水」一（ID　nuln　　r魚」
　　（16）　‘ayin　　　　「目」　一（17）　p邑　　　　　　「口」
　　⑳　resh　　「頭」一⑳　shln　　「歯」
　のように，部分的にはこの仮説が妥当するかのように見えるが，「全体を説
明するには不十分である」とされる。
次に音韻論的仮説については，多くの学者が提唱してきたところだが，特に
　　　　　　　　　　　　　　一94一
英国のアイザック・テイラーの研究が重要であるといわれる。（Isaac　Taylor
“The　Alphabet．　An　Account　of　the　Origin　and　Development　of　Letters．
2vols．，　London，1883，2nd　edition　1899）
　田中氏は次のような例を引用している。
　破裂音　　｛2）beth　　　（3）gimel　　（4）daleth
　摩擦音　　（5）h6　　　（6）wau　　　（7）zayin
　流音　㈲IEmed　㈱m邑m　（10　nUn
　しかし，これも最後の「流音」の項を除いては，いささか強引な論法のよう
な印象だ。「この方法は部分的には成功するが，問題の完全な解決を与えるこ
とに失敗する」という田中氏の意見に，私も賛成だ。
　結論としては，「セム・アルファベットにおける文字の配列は，ただ一つの
原理にもとつくものではなく，音，意味などの数個の原理にもとついたもので
あろう．1といわれるが，常識的にはそのあたりに落ち着くところだろう。
　ずらりと並ぶアルファベットの文字の列を，じっと眺めている限りでは，こ
れ以上にうまい考えも出てきそうにない。発想の転換が必要だ。それは，すで
にふれたように，「アルファベットの縦，横を組換える」ということだ。
V．コロンブスの卵
　世の中には，ちょっとしたヒントが与えられると，それまでどうしてもでき
なかったことが，たちまちできるようになる場合が，よくあるものだ。「コロ
ンブスの卵」は，そのいい例だ。
　ところで，「アルファベットの配列の謎」も，そんな具合で，謎解きの手が
かりがあった。もっとも，そのアイデアは，残念ながら私の独創ではない。私
の尊敬する友人，福田正男氏から伝え聞いたものだ。この「随想」は，その話
に肉づけをしたものに過ぎない。
　福田氏は，すでに70歳を越えるが，国際共通語エスペラントのベテランだ。
戦前，戦中の弾圧時代をくぐり抜け，戦後は「朝明（あさけ）書房」という個
人出版社を主宰して，もっぱらエスペラント関係図書の刊行と国際語思想の普
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及に生涯を捧げてきた。その代表的労作は，「9か国語基礎辞典」だ。これは，
エスペラントを見出し語として，日，仏，英，独，ポーランド，スペイン，イ
タリア，オランダなど各国語の訳語をつけたもので，B5版820ページの大冊
だ。海外での反響も大きく，初版はたちまち売りきれたそうだ。
　その福田氏のいうところによれば，「現在おこなわれているアルファベット
を，母音文字群と子音文字群に分けて並べ直すと，それなりのr原則』が見つ
かる」ということだ。
　そこで，まず手はじめに英語のアルファベットを組換えてみた。左から右へ
と母音がくるごとに行を変えた。JやV，　Wは，もともと1やUと起原が同じ
なので，無視することにした。結果は，
A　　　　　B　C　D
E　　　　　F　G　H
I（J）　KLMNO　　　　　P　Q　R　S　T
U（V㊨　XYZ
　これだけでは，まだなんとも言えないので，さらに，同種音を表わすの子音
文字が同じ行に並ぶように書きかえた。その際，特殊な字母は列外に置いた。
A
E
I（J）
O
U（VW）
?
P
??????
S
??
　　H
L　M　N
X　Y　Z
　できあがった表を見て，驚いた。これは前述の「音韻論的分類」に完全に一
致するではないか。
　英語のアルファベットは，すでに述べたようにラテン語のそれを模範として
いる。それで，各字母の表す音価も古典ラテン語と同様と考えると，この表は
　　　　　　　　　　　　　　　一96一
みごとな音韻目録となっているのだ。
　すなわち，
　　（1）母音をまとめて提示している。しかも，現代言語学と同様に，Aを基
　　　底とし，前舌母音は低母音より高母音へ（A→E→1），後舌母音は開
　　　母音より閉母音へ（A→0→U）という「科学的な」配列だ。
　　（2）BFPは，いずれも唇音である。
　　（3）CGKQは，軟口蓋音である。（C，　Qの当初の音価はKと同じ）
　　（4）DとRSTは，歯茎音としてまとめられる。特にRSTは，ラテン
　　　語の屈折では，互いに入れ替わる場合が多く，近似度が高い。
　　（5）Hは，声門摩擦音として独自の位置を占める。（サンスクリットやア
　　　ラビア語の字母表でも，この音を示す文字は最後に置かれている。）
　　｛6）LMNは，流音として分類できる。
　　（7）XYZは，外来音を表すために後世になって付加されたものだ。
　以上の作業は，言い換えれば，「エー・ピー・シー型」のアルファベットを
「アカサタナ型」のそれに書き直したことを意味する。そして，私の印象では，
どうも後者の方がアルファベットの原形のように思われるのだ。サンスクリッ
トの例を見ても，古代人の音声認識が予想をはるかに越えて高度のものであっ
たことがわかる。無原則な「エー・ピー・シー型」がアルファベットの祖形と
はとうてい考えられない。現在優勢な「エー・ピー・シー型」は，何かのはず
みに生じた歴史的な錯誤に起因すると言わざるを得ない。
　それでは，その「錯誤」はどこで生じたのであろうか。それは，第H節の終
わりでふれたように，ギリシア人がセム語のひとつであるフェニキア・アルフ
アベットを継承したあとで，起こったようだ。
　あえて大胆な仮説をたてれば，事情は次のようであったと思われる。
　　（1）ギリシア人は，フェニキア・アルファベットをとりいれたあと，一部
　　　の子音文字に母音の音価を与え，そのうえ新たに必要な母音文字その他
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　を付け加えた。
②　こうしてできたアルファベットは，当初は「アカサタナ型」の字母配
　列であった。すなわち，母音文字列と子音文字列とが両軸をなして並ぶ
　「立体的」構成であった。
（3）しかるに，なんらかの事情により或るとき突然，音韻的分類が無視さ
　れ，当初とは別方向に文字が並べられ，子音文字の間に母音文字が介在
　するようになった。
（4｝この新しい配列（エー・ピー・シー型）が，実際の書記にあたって
　「アカサタナ型」に比べ，簡便でありスペースもとらないので，いつし
　か定着し，現行の英語その他のアルファベットの祖形となった。
　上述の経過を，実際のアルファベットの例によってみてみよう。
　田中氏の前掲書によると，15ページの表にあるフェニキア・アルファベット
に対して，ギリシア人は次のような補正をほどこした。
　　（1）母音文字の考案　’C　　AIeph声門閉鎖音）→A
　　　　　　　　　　　H6→E
　　　　　　　　　　　Hεth→H（Eの長音）
　　　　　　　　　　　Y6d→1
　　　　　　　　　　　‘（‘　Ayin咽頭摩擦音）→O
　　　　　　　　　　　Wau→「（Uに相当する）
　　　　（「が末尾の方に置かれている歴史的事由については，田中，前掲書
　　　201～202ページに詳説されている。）
　（2）ギリシア語に必要な文字の挿入Eなど。
　（3）ギリシア語に不必要な文字の削除
　　　s’（Samekh），§（＄ade），　q（Qδph）など。
　　　なお，ギリシア語の・Σは，sh，　s（Shln）に由来する。
　（4）文字の追加　φ，X，　T，ρなど。　　　　　、
念のため，フェニキアとギリシアのアルファベットを対照してみよう。
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　（便宜上どちらも文字の表す音価のみをラテン文字に転写した。）
　フェニキア’bgdhwzhtyklmns’‘P§，tsqrsh，st
　ギリシア　　abgde　zεthiklmn　op　　　rs　t
　　　　　　　　　（u）　　（挿入）ks
　　　（追加）uphkhps6
　この結果に基づいて，19ペー・一ジの仮説く2）に従うと，原初のギリシァ・アルフ
ァベットは次のような構成になっていたはずだ。
　　a　　　b　　　g　　　d
　　e　　　　（u）　　　　z　　　　（δ）　　　　th
　　　i　　　k　　　l　　m　　　n　　　ks
　　o　　　p　　　r　　　s　　　t
　　（u）　　　ph　　　　kh　　　　ps　　　　6
　これを整理して書き直すと，次のようになる。
　　a　　　b　　　g　　　d
　　e　　　　　　　　　th，　z
　　　i　　　　　　k　　　　　　　l，m，　n　　　ks
　　o　　　p　　　　　　　r，s，t
　　u　　　　ph　　　　kh　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ps　　　　6
　　　（uとe，eは一個所にまとめた。）
　この文字表は，音韻論的にも一定の原則に則っていることは明らかだ。
　このような「アカサタナ型」のアルファベットの存在を裏付けする古代の遺
文が現存しているかどうかは知らないが，現にサンスクリットのような実例が
あるのだから，その可能性を一概に否定はできないだろう。
　これが，「仮説」の（4）のような事情で，縦横の方向を反対にして書かれるよ
うになったとすると，ギリシア語の，したがって英語のアルファベットの配列
順は，うまく説明がつくと思われるのだが，どうであろうか。
一99一
　以上のべたところが，アルファベットの字母配列についての私の「随想」だ。
「随想」と銘打っているからには，もとより専門家の批判，検討に耐え得るに
はほど遠いことだろう。素人の「思いつき」を，自分でもたのしみながら展開
したに過ぎない。読者の消閑のよすがとなったとすれば，さいわいである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1986年12月25日　稿了）
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